
講師 門間 晶子
名古屋市立大学看護学部地域保健看護学 教授

みなさんは、支援場面における話の聴き方や伝え方について、悩むことは
ないでしょうか？ フィンランドの家族支援のなかで生まれた「オープン
ダイアローグ」は、問題を抱えた家族との対話のあり方に新しい提案をして
注目されました。その7つの原則をご紹介し、日ごろの支援活動に少し別の
工夫ができないか、これまでとは異なる対話ができないかについて考え、
実際に体験してみたいと思います。こころ、からだ、あたま、いつもとは
少し違う部分を使って聴き、話してみましょう。

【日時】 2018年9月29日㊏ 13：30～16：00 （13：00受付）
【場所】 名古屋市立大学 桜山（川澄）キャンパス 3階 301教室

名古屋市瑞穂区瑞穂町字川澄1 地下鉄「桜山」駅下車3番出口よりすぐ

【対象】 妊産褥婦のケアや子育て支援に携わる保健医療関係者の方
【定員】 先着50名
【参加費】 日本看護医療学会会員の方…無料

非会員の方…100円（資料代として）

お申込み
下記メール宛てに、
件名「第10回学習会」
本文「お名前」「ご所属」「会員・非会員の別」
をご記入のうえ、
9月24日（月）までにお申込みください。
noa1201@isc.chubu.ac.jp

←こちらのQRコードからも
お申込みできます

主 催

お問い合わせ

日本看護医療学会子どもと家族のケア部会

山田知子（中部大学生命健康科学部保健看護学科）
TEL 0568-51-5472（直通）
Email noa1201@isc.chubu.ac.jp


